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River Basin Disaster Resilience and Sustainability by All

第10回 気候変動適応東北広域協議会
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１．気候変動による水災害の激甚化・頻発化
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3

東北各地で頻発化・激甚化する水災害

赤川

最上川

子吉川

雄物川

米代川

岩木川

高瀬川

馬淵川

北上川

鳴瀬川

名取川

阿武隈川

浅瀬石川ダム

津軽ダム

森吉山ダム

玉川ダム

四十四田ダム

御所ダム

湯田ダム

胆沢ダム
成瀬ダム

田瀬ダム

鳥海ダム

鳴子ダム

筒砂子ダム
月山ダム

寒河江ダム

長井ダム

白川ダム

釜房ダム

七ヶ宿ダム

摺上川ダム

三春ダム

漆沢ダム
（治水専用化）

■近年、東北地方においては、毎年のように大規模な洪水が発生。

H28.8台風10号 小本川ほか(岩手県)

H27.9関東東北豪雨 吉田川
（宮城県）

H25.8、R4.8洪水岩木川
（青森県）

H30.8、R4.8洪水最上川
(山形県)

H29.7洪水 雄物川
（秋田県）

雄物川30.0k付近 秋田市

R1.10東日本台風 阿武隈川
（福島県・宮城県）

谷田川

郡山市

H30.5雄物川水系雄物川（直轄）
（秋田県秋田市・大仙市）

最上川

R2.7豪雨 最上川
（山形県）

最上川

大石田町

R3.8温帯低気圧による豪雨 下北・上北地域
（青森県）

H25.8、H26.8洪水 最上川
(山形県)

R1東日本台風でも
氾濫被害が発生

小
赤
川→



赤川

最上川

子吉川

雄物川

米代川

岩木川

高瀬川

馬淵川

北上川

鳴瀬川

名取川

阿武隈川

浅瀬石川ダム

津軽ダム

森吉山ダム

玉川ダム

四十四田ダム

御所ダム

湯田ダム

胆沢ダム
成瀬ダム

田瀬ダム

鳥海ダム

鳴子ダム

筒砂子ダム
月山ダム

寒河江ダム

長井ダム

白川ダム

釜房ダム

七ヶ宿ダム

摺上川ダム

三春ダム

漆沢ダム
（治水専用化）

H30.5雄物川水系雄物川（直轄）
（秋田県秋田市・大仙市）

〇 令和４年７月、8月に、立て続けに大規模な洪水が発生
〇 7月15日鳴瀬川水系名蓋川、8月3日最上川、8月9岩木川、中村川などで浸水被害

が発生

R4.7 前線による大雨
［鳴瀬川水系名蓋川 堤防決壊（宮城県）］

大崎市

坊沢大橋

浸水

ふるかわ

古川雨量観測所：過去最大を記録

R4.8.9豪雨 米代川（秋田県）

おお だて

大館雨量観測所： 過去最大を記録

北秋田市

R4.8.9豪雨
［岩木川水系中里川 堤防決壊（青森県）］

秋田県管理河川
みたねがわ はねやまざわがわ とよかわ うちかわがわ ふつないがわ

（三種川、羽根山沢川、豊川、内川川・富津内川、
いもかわ こあにがわ ぶっしゃがわ ごたんざわがわ ひっかけがわ

芋川、小阿仁川・仏社川・五反沢川、引欠川）

青森県管理河川
あいうちがわ おっぺつがわ なかさとがわ みやのさわがわ やまだがわ

（相内川、尾別川、中里川、宮野沢川、山田川、
なるさわがわ なかむらがわ たいあきがわ あかいしがわ こどうじがわ

鳴沢川、中村川、大秋川、赤石川、小童子、
おおどうじがわ

大童子川）

R4.8.3豪雨
青森県管理河川

ふたつもりがわ かわさりがわ おいらせがわ かにたがわ ひらかわ

（二ツ森川、川去川、奥入瀬川、蟹田川、平川、
あいうちかわ かとうがわ つばいがわ

相内川、加藤川、津梅川）

R4.8.3豪雨 秋田県管理河川
しもないがわ ぬかざわがわ ひやまがわ

（下内川、糠沢川、桧山川）

R4.8.3豪雨 最上川（山形県）
令和4年8月4日 5:30撮影大江町

しら たか

白鷹雨量観測所： 過去最大を記録

たんじょうがわ もとじゅくがわ   こしらかわ はぎゅうがわ ふくだがわ さごうだがわ たざわがわ いちのざわがわ

山形県管理河川（誕生川、元宿川、小白川、萩生川、福田川、三合田川、田沢川、市の沢川）

中泊町

令和４年に東北地方で発生した洪水
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仁別雨量観測所

時間雨量(mm)

累加雨量(mm)

令和5年7月15日からの梅雨前線による大雨に係る出水の概要

○ 前線の影響により、秋田県を中心に記録的な大雨となり、24時間雨量は多いところで３００mmを超過し、多くの雨量観測所で
観測史上１位を記録したほか、７月の平年値も上回る降水量を記録。

○ 管内の国管理河川においては、氾濫危険水位超過が２水系３河川（雄物川水雄物川・玉川、子吉川水系石沢川）、避難判断
水位超過が２水系２河川（子吉川水系子吉川、米代川水系米代川）、氾濫注意水位超過が２水系２河川（北上川水系北上川、
最上川水系鮭川） を記録。

○ また、県管理河川においては、堤防決壊や橋梁の崩壊（損傷）、堤防越水、溢水等による浸水被害が発生。

令和5年7月14日13時～7月16日13時までの
48時間レーダー雨量（累積） ※統一河川情報システムより

7/14～7/16にかけて継続して強い雨が降り続き、仁別雨量観測所では、
24時間で331mmを記録。

24h最大331mm
7/15 2:00～7/16 3:00

※日本気象協会より（雨雲レーダー）

※7/14～7/16（降り始めからの総降水量）_気象庁 5

おものがわ たまがわ こよしがわ いしざわがわ

よねしろがわ きたかみがわ

もがみがわ

引き出し線で旗揚げしている
雨量は、降り始めからの総雨
量（概ね48時間）
※気象庁より

八森 249mm
（観測史上1位）
※7月の平均値172.2mm

藤里 333mm
（観測史上1位）
※7月の平均値275.6mm

能代 196mm
（観測史上1位）
※7月の平均値162.5mm

はちもり のしろ ふじさと

男鹿 275mm
（観測史上1位）
※7月の平均値176.2mm

秋田 252mm
（観測史上1位）
※7月の平均値197mm

仁別 415mm
（観測史上1位）
※7月の平均値295.5mm

おが にべつあきた



子吉川

最上川

赤川

雄物川

米代川

岩木川

こよしがわ

おものがわ

もがみがわ

よねしろがわ

あかがわ

いわきがわ

馬淵川

高瀬川

まべちがわ

たかせがわ

北上川
きたかみがわ

名取川

鳴瀬川

阿武隈川

なるせがわ

なとりがわ

あぶくまがわ

御所ダム

四十四田ダム

鳴子ダム

しじゅうしだ

ごしょ

なるこ

三春ダム

釜房ダム

七ヶ宿ダム

摺上川ダム

しちかしゅく

かまふさ

みはる

すりかみがわ

湯田ダム
ゆだ

胆沢ダム
いさわ 田瀬ダム

たせ

白川ダム
しらかわ

長井ダム
ながい

寒河江ダム
さがえ

月山ダム
がっさん

玉川ダム
たまがわ

森吉山ダム
もりよしざん

浅瀬石川ダム
あせいしがわ津軽ダム

つがる

レベル４（氾濫危険水位超過）

レベル３（避難判断水位超過）

レベル２（氾濫注意水位超過）

凡 例

レベル５（氾濫発生）

洪水調節実施ダム

○レベル4【氾濫危険水位超過】

 ・雄物川、子吉川（石沢川）

〇レベル3【避難判断水位超過】

 ・子吉川（子吉川）、米代川

〇レベル2【氾濫注意水位超過】

 ・最上川、北上川

○直轄４ダム で洪水調節を実施

・玉川ダム（雄物川水系）、森吉山ダム（米代川水系）、

湯田ダム（北上川水系）、御所ダム（北上川水系）

〇直轄１ダムで特別防災操作を実施（玉川ダム）

２．直轄ダム洪水調節状況

１．河川出水状況（直轄河川） 

おものがわ

３． 避難指示等の実績（7月15日8：00現在）

令和5年7月15日からの梅雨前線による大雨に係る東北地方整備局管内の国管理河川の状況

※100m3/s⇒0m3/s

よねしろがわ

○東北１２水系のうち、２水系で氾濫危険水位を超過。

〇その他、１水系で避難判断水位を超過。

※速報値のため、今後変更となる場合があります。

こよしがわ

もがみがわ きたかみがわ

○秋田県

・緊急安全確保（緊急レベル５）

秋田市、五城目町、八郎潟町、能代市、三種町、上小阿仁村

・避難指示（緊急レベル４）

男鹿市、潟上市、井川町、藤里町、八峰町、由利本荘市、北秋田市、

大仙市、仙北市

○岩手県

・高齢者等避難（警戒レベル３）

花巻市、西和賀町、雫石町

○山形県

・避難指示（レベル４）

酒田市
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江合川

大仙市

秋田市 玉川

雄物川

椿川水位観測所

長野水位観測所
平面図

水位観測所

大臣管理区間

神宮寺水位観測所

3か年緊急対策・5か年加速化対策で河道掘削を
実施した区間

激特事業で堤防整備を実施した区間

堤防整備等

銅屋地区

戸草沢地区

種沢地区

戸賀沢地区

左手子地区

向野地区

新波地区

福部羅地区

岩瀬湯野沢地区

強首地区

寺館大巻地区

中村芦沢地区

間倉地区

◼ 令和5年7月15日からの梅雨前線による降雨により、秋田県を中心に記録的な大雨となり、多くの雨量観測所で24時間観測史上1位を記録。
◼ 雄物川本川や支川玉川で河川水位が上昇し、氾濫の危険性が高まったことから、玉川ダムでは特別防災操作（全量カット）を実施し、

 約4,200万m³(東京ドーム34杯分)を貯留。
◼ また、雄物川では平成29年度から「激甚災害対策特別緊急事業」、平成30年度から令和2年度の「防災・減災、国土強靱化のための3か年緊急対

策」、令和3年度から令和7年度の「防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策」として、河道掘削及び堤防整備を実施。
◼ 河道掘削と玉川ダムにより、雄物川椿川地点（秋田市）の河川水位を約88cm低減させ、外水氾濫による約180戸の浸水被害を回避できたと推測。

玉川

玉川ダム

雄物川

椿川

長野

神宮寺

位置図

河川整備実施箇所位置図

堤防整備の効果

激特事業により
堤防整備

180

0
0

50

100

150

200

整備前 整備後

浸
水
戸
数

 
(戸

)

（例）60.0k

➢ 激特事業により堤防を整備した
ことで、雄物川からの外水氾濫
を防ぐことができたと推測。

R5.7洪水 最高水位（推定）

平成29年7月出水時の状況

※本資料の数値は速報値のため、今後の精査等により変更となる場合があります。

平成２９年７月洪水時の被害実績
✓ 浸水家屋 ７０５戸
✓ 浸水面積約 ２，０００ha

令和5年7月16日撮影 左手子地区

雄物川

中村芦沢地区

寺館大巻地区

水位低減効果

椿川地点における水位低減効果

お もの がわ たま がわ 

お もの がわ 

※平成29年7月と雨量が異なるため、整備前
の浸水戸数は、仮に堤防等が整備され
ていない場合に今回（R5.7月）の洪水
によって、浸水した可能性のある家屋
を水位等から推定して算出

輪中堤整備

外
水
氾
濫
に
よ
る

浸
水
戸
数
（戸
）

計画高水位 H=9.89m

椿川地点最高水位（実績）H=8.43m

はん濫危険水位 H=8.10m

3か年緊急対策・5か年加速化対策による河道掘削と
玉川ダムの洪水調節を実施しなかった場合の推定水位 H=約9.31m

➢ 今回の出水で、椿川観測所における最高水位は8.43mを観測。

➢ 「3か年緊急対策・5か年加速化対策による河道掘削」と「玉川ダムの洪
水調節」を実施しなかった場合は、椿川観測所において、水位が約
9.31mまで上昇していたと推定。

➢ 「約88cm」の水位低減効果により、氾濫危険水位の超過時間を7時間縮
減し、内水被害の軽減に寄与。

つばきかわ

（椿川水位観測所ピーク水位 8.43m（ R5.7.16 14:00 ））

（椿川水位観測所ピーク水位 9.16m（ H29.7.23 18:00 ））

秋田駅

秋田空港

河道掘削と玉川ダムにより
約88cm水位低減

家屋浸水被害
を回避

※

河川整備及び玉川ダムの効果（雄物川水系雄物川） 速報
お も の  が わ お も の  が わ 
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雄物川

太平川

旭川

・秋田駅

秋田市役所

秋田県庁

岩見川

※国土地理院地図（色別標高図）

雄物川水系（秋田市内周辺の地形状況）

秋田県

山形県

岩手県

秋田県秋田市内
令和5年7月16日 11:00ころ

秋田県秋田市内
令和5年7月16日 13:00ころ

アンダーパス浸水状況

至 秋田駅

旭川治水ダム

岩見ダム

ドローン撮影

ドローン撮影

8



水害の激甚化（気候変動の影響による短時間豪雨の発生状況）

9



２．これまでの河川整備とその効果

10



⚫ 安全に安心して社会経済活動を営む社会を実現するために、様々な治水対策を活用。

11

河道掘削 築 堤 かさ上げ 引 堤

➢ 河川を掘削して水の流
れる断面を大きくする。

➢ 堤防を造り水の流れる
断面を大きくする。

➢ 堤防をかさ上げし、河川の水
の流れる断面を大きくする。

➢ 川幅を広げ河川の水の
流れる断面を大きくする。

ダ ム 遊 水 地

➢ ダムで洪水をためて下流の
河川に流れる水の量を減ら。

➢ 洪水で水があふれそうになったと
き、遊水地で洪水を一時ためる。

治水対策の基本的な考え方

“治水の原則”
洪水時の河川の水位を下げて洪水を安全に流す。
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これまでの治水対投資の成果① ～人命損失が激減～
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これまでの治水対投資の成果② ～浸水面積が激減～
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顕在化している気候変動の影響と今後の予測（気象の変化）
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我が国の治水計画の変遷



３．気候変動を踏まえた「流域治水」の推進
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気候変動を踏まえた計画へ見直し
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流域治水 ⇒ River Basin Disaster Resilience and Sustainability by All 18

気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について
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「流域治水」の基本的な考え方



■気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治
水対策、「流域治水」へ転換。

■治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫
域も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減
少させるための対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める。

■流域治水の実施にあたっては、自然環境が有する多様な機能を活かす「グリーンインフラ」の取組を推進する。

「流域治水」への転換・推進

20



東北管内における流域治水協議会設置状況

一級水系 二級水系

青 森 県 ⚫ 馬淵川流域治水協議会
⚫ 高瀬川流域治水協議会
⚫ 岩木川流域治水協議会

⚫ 青森圏域流域治水協議会
⚫ 三八・上北圏域流域治水協議会
⚫ 西北圏域流域治水協議会
⚫ むつ圏域流域治水協議会

岩 手 県 ⚫ 北上川水系（北上川上流）流域治水協議会 ⚫ 小本川水系流域治水協議会
⚫ 久慈川水系流域治水協議会
⚫ 閉伊川水系流域治水協議会
⚫ 甲子川水系流域治水協議会
⚫ 気仙川水系流域治水協議会

宮 城 県 ⚫ 名取川・阿武隈川下流等流域治水協議会
⚫ 鳴瀬川等流域治水協議会
⚫ 北上川下流等流域治水協議会

⚫ 仙台湾圏域流域治水協議会
⚫ 気仙沼・南三陸圏域流域治水協議会

秋 田 県 ⚫ 米代川圏域流域治水協議会
⚫ 雄物川圏域流域治水協議会
⚫ 子吉川圏域流域治水協議会

山 形 県 ⚫ 最上川流域治水協議会
⚫ 赤川流域治水協議会

⚫ 山形県二級水系流域治水協議会

福 島 県 ⚫ 阿武隈川上流流域治水協議会 ⚫ 宇多川・小泉川流域治水協議会
⚫ 新田川流域治水協議会
⚫ 夏井川流域治水協議会
⚫ 鮫川流域治水協議会
⚫ 藤原川流域治水協議会
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流域治水プロジェクト2.0
～気候変動下で水災害と共生する社会をデザインする～

➢ 2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算
現行の河川整備計画が完了したとしても治水安全度は目減り

➢グリーンインフラやカーボンニュートラルへの対応
➢インフラDX等の技術の進展

○ 気候変動の影響により当面の目標としている治水安全度が目減りすることを踏まえ、流域治水の取組を加速
化・深化させる。このために必要な取組を反映し『流域治水プロジェクト2.0』に更新する。

現状・課題 必要な対応

流量

期間

目標とする
完了時期

現在

➢気候変動下においても、目標とする治水安全度を
現行の計画と同じ完了時期までに達成する

➢あらゆる関係者による、様々な手法を活用した、
対策の一層の充実を図る

※現行の計画と同じ完了時期までに目標とする治水安全度を達成するため、様々な手法を活用し、集中的に整備を進めることが必要

必要な対応のイメージ

⇒全国109水系で、上記の対策内容を反映した『流域治水プロジェクト2.0』に順次更新する

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇 約1.1倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量

約1.2倍

降雨量が約1.1倍となった場合

様々な手法の活用イメージ

同じ治水安全度を確保するためには、
目標流量を1.2倍に引き上げる必要

同じ治水安全度

＝

＜気候変動に対応し
た計画＞
6000トン

（50年に一度の洪水）

＜現行計画＞
5000トン

（50年に一度の洪水）

東北地方整備局管内では、鳴瀬川水系で先行して取りまとめました。
他の１１水系についても、今年度を目途に順次取りまとめてまいります。

◆治水施設の多面的機能の活用
・平時における遊水地内の利活用
・MIZBEステーションの整備
（防災×賑わい創出）

◆溢れることも考慮した減災対策の推進
・粘り強い河川堤防の整備
・貯留機能保全地域における、
宅地・事業所等のかさ上げ・移転

◆インフラDX等の新技術の活用
・洪水予測の高度化
・浸水センサの導入
・ドローンによる河川管理の
高度化・効率化

◆治水施設の多面的機能の活用
・ハイブリッドダムの取組推進

◆流域で雨水を貯める対策の推進
・「田んぼダム」の取組の推進
・旧川跡地の雨水貯留活用
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気候変動に伴う水害リスクの増大 鳴瀬川水系

広範囲で浸水被害が拡大 浸水被害を防止

■浸水想定図作成条件
想定外力：鳴瀬川・・・昭和22年9月洪水に気候変動を考慮した降雨

  吉田川・・・令和元年東日本台風（令和元年10月洪水）と同規模の降雨
（平成27年9月関東・東北豪雨（平成27年9月洪水）に気候変動を考慮した降雨と同等の洪水）

※支川の氾濫、内水による氾濫等を考慮していない。

＜気候変動考慮前＞ ＜気候変動考慮後（1.1倍）＞

■気候変動に伴う水害リスクの増大

＜対策後＞

○戦後最大洪水を記録した昭和22年9月洪水等に対し、2℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水が発生した場合、鳴

瀬川流域では浸水世帯数が約16,800世帯（気候変動考慮前の約1.3倍）になると想定されるが、事業の実施により浸水被害が解消される。

浸水世帯数
約13,225世帯

浸水世帯数
約16,800世帯

浸水世帯数
約0世帯

■水害リスクを踏まえた主な対策と目標

【目標】（鳴瀬川）気候変動による降雨量増加後のS22.9洪水規模に対する安全の確保、（吉田川）R1洪水規模に対する安全の確保

現況現況

広範囲で浸水被害が発生

種別 実施主体 目的・効果 追加対策
期間

氾濫を防ぐ・減らす

国 河道掘削及び遊水地整備により、約16,800世帯の浸水被害を解消
河道掘削：約V=600,000m3（前計画の約1.2倍）
遊水地整備

概ね
30年

県・市町村・その他 水田貯留やため池の活用による流出抑制により浸水被害（外水・内水）を軽減
田んぼダム
法による貯留機能保全区域指定
ため池等の活用

被害対象を減らす 大崎市 新たな居住等に対する立地の適正な誘導・規制や、既成市街地における浸水被害を軽減
立地適正化計画（防災指針含む）による適正な立地誘導
宅地嵩上げ支援

被害の軽減・早期復旧・復
興

国 治水と農業の連携による、河川への流出抑制と冠水農地の早期復旧、浸水深の低減、浸水時間を短縮 排水機場群の一体管理による排水コントロール（運転調整等）

大崎市 「命を守る行動」に繋げるための情報を発信 ワンコイン浸水センサの設置

【目標①】
KPI：浸水世帯数

16,800世帯⇒0世帯
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流域内のため池

ため池等の活用

善川

宮床川

西川

宮城県

大衡村

東
北
新
幹
線

吉田川

大和町

富谷市

大崎市

大郷町

松島町

東松島市

涌谷町

美里町

落
合
■

堤防整備推進【国】

吉田川築堤・護岸整備推進（県）

味明川堤防整備・河道掘削推進（県）

善川堤防整備推進（県）

竹林川堤防整備推進（県）

宮床川河道掘削推進（県）

洞堀川河道掘削・護
岸整備推進（県）

大江川河道掘削推進（県）

渋井川水門整備・堤
防整備推進（県）

雨水調整池・下水道幹線の整備推進

.森林整備・治山対策推進
（林野庁・県・森林整備センター）

居住誘導区域内における浸水被害軽減
を図る宅地嵩上げ支援（市）

吉田川→

河道掘削推進【国】

三
本
木
橋
■

遊水地整備推進【国】

河道掘削推進【国】

居住誘導区域（古川）

居住誘導区域
（三本木）

多田川河道掘削推進（県）

滑
川

海岸における事業
間連携を通じた砂
の有効活用検討
（国・県）

既存砂防堰堤の機能改良・流木対策推進（県）

大
江
川

ワンコインセンサ設置（市）

● 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・土地の水災害リスク情報の充実
（災害リスクの現地表示等、水害伝承の取組促進、ダム堰の効果・操作に関わる情報
の周知、水害リスク空白域の解消、簡易型監視カメラ・危機管理型水位計の設置、
浸水深の低減と浸水時間の短縮（排水箇所カルテの作成 等）

・避難体制等の強化
（マイ・タイムライン普及促進、「水害リスクライン・洪水キキクル」普及・利活用促進、 
「命を守る行動」に繋げる情報発信（ワンコイン浸水センサ）、要配慮者施設避難計画促
進等）
・関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化
（市町村庁舎等防災拠点の機能確保、治水と農業が連携した河川への流出抑制及び
農地冠水の早期復旧、水防資機材の拡充 等

※今後関係機関と連携し対策検討

● 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・洪水氾濫対策
（河道掘削、堤防整備、遊水地整備、鳴瀬川ダム建設、漆沢ダム再開発、既存砂防堰堤の機能
改良・流木対策、海岸における事業間連携を通じた砂の有効活用検討、堤防耐力の向上、イン
フラＤＸ（施策）における河川管理の高度化・効率化（３次元点群データの活用等） 等）、利水ダム
等８ダムにおける事前放流等の実施、体制構築等）

・内水氾濫対策
（排水機場の増設、能力強化、耐水化、下水道整備（雨水調整池、幹線整備）等、排水機場群

一体管理による効果的な運用（運転調整等）等）、流出抑制対策
・流域の雨水貯留機能の向上
水田貯留（田んぼダムの取組拡大）、森林整備、治山対策、法による貯留機能保全区域の指

定、ため池等の活用 等
※今後、関係機関と連携し検討

● 被害対象を減少させるための対策
・水災害ハザードエリアにおける土地利用や住まい方の工夫
（浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援等、適正な土地利用の規制誘導、二線
堤の整備 等）

・まちづくりでの活用を視野にした水災害リスク情報の充実
（立地適正化計画で定める防災指針による居住誘導区域内の災害リスク
低減、防災力向上 等）

※今後関係機関と連携し対策検討

鳴瀬川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～都市化の進む流域において総合的な治水対策を一層推進し、浸水被害を軽減～

約２割増

約１割増

吉田川
（落合地点）

鳴瀬川
（三本木地点）

特定都市河川指定等のロードマップ

対策区分 水系 代表河川 指定河川数 実施主体 R5 R6 R7 R8 R9～ 備考

鳴瀬川水系 吉田川 26河川
国、宮城県、
10市町村

鳴瀬川水系 多田川 約7河川
国、宮城県、
2市町

特定都市河川
の指定
・

流域水害対策
計画の策定

指
定

計画

検討

計
画
策
定

浸水被害対策の実施

合

意

形
成

特定都市河川指定に向けた合意形成、指定、計画検討、計画

策定、浸水被害対策の実施

ワンコインセンサ（イメージ）

ワンコインセンサの設置により
街中浸水状況をリアルタイムに把握

P 排水機場

治水と農業が連携した河川への流出抑制及
び農地冠水の早期復旧
（特定都市河川指定、排水機場群の一体管理による排水コ
ントロール（運転調整等）、貯留機能保全区域の指定等）

⃝ 平成27年9月の関東・東北豪雨では戦後最大を超える洪水により、吉田川を中心に甚大な被害が発生したことをふまえ、以下の取組みを一層推進していくものとし、更に国管理区間におい
ては、気候変動（2℃上昇時）下でも目標とする治水安全度を維持するため、降雨量増加（雨量1.1倍）を考慮した戦後最大洪水である昭和22年9月洪水（鳴瀬川）と、令和元年東日本台風
による洪水※1（吉田川）を安全に流下させることを目指す。（※1. 関東・東北豪雨（平成27年9月洪水）に対し、気候変動における降雨量増加を考慮した流量と同規模）

⃝ 鳴瀬川水系鳴瀬川・吉田川流域では、これまでも流域が一体となって堤防整備や遊水地等の整備を進めてきたが、気候変動の影響に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化という新たな課題や、
流域の土地利用の変遷に伴う保水・遊水地域の減少等を踏まえ、将来に渡って安全な流域を実現するため、特定都市河川浸水被害対策法（以下「法」）の適用を行い、更なる治水対策を推
進する。

⃝ 東北“初”の吉田川特定都市河川指定を皮切りに、鳴瀬川水系における指定を順次拡大するとともに、貯留機能の保全及び拡大、河川への流出抑制・浸水被害を軽減、浸水状況のリアル
化・自分事化や安心・安全で持続可能なまちづくりを促進するため、あらゆる関係者が協働して流域治水に取り組む。

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、
今後河川整備計画変更の過程でより具体的な対策内容を検討する。

遊水地（国土交通省計画）に貯留（通常は水田）

⑤ 遊水地との事業連携

水田で餌をとるサギ

水田の活用（田んぼダム）

➢ 田んぼダム
による流出
抑制の促進

環境 グリーンインフラ
としての活用

田んぼダムコンソーシアム
の取組拡大

③ 事前排水
排水路、調整池の水位を事前に
低下させ雨水貯留容量を確保

排水路

治水と農業が連携した河川への流出抑制及び農地冠水の早期復旧（イメージ）
（特定都市河川指定、排水機場群の一体管理による排水コントロール（運転調整等）、貯留機能保全区域の指定等）

400ha
500ha

250ha

400ha

250ha

450ha

施設の統廃合

統合運用

整備

整備

整備

整備

中央管理所

④ 田んぼダム

① 内外水位情報の集約・共有・活用
農地に水がたまる

農地

【運転調整の効果】
② 排水機場群一体管理による効果的な運用（運転調整等）
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４．法的枠組みを活用した
「流域治水」の本格的実践

（特定都市河川浸水被害対策法）
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「総合治水」から 「水防災意識社会」さらに、「流域治水」へ



国管理河川で戦後最大規模洪水に、都市機能集積地区等で既往最大降雨による内水被害に対応

将来の気候変動（降雨量の増大等）を見込んだ治水計画の見直し

〇 今既に激甚化している水災害に対応するため、国・都道府県・市町村が早急に実施すべきハード・

ソフト一体となった対策の全体像を明らかにする「流域治水プロジェクト」を速やかに実施
（令和２年度内に全１級109水系で策定済）

流域治水のイメージ

利水ダム活用

雨水貯留浸透施設

避難拠点の整備 下水道整備

ハザードマップ作成

浸水被害防止区域

貯留機能保全区域

防災集団移転事業

堤防強化

治水ダムの建設・再生

地区計画

砂防施設の整備

将来の気候変動を見込んだ更なる対応

気候変動の影響

速やかに対応

○ 現行計画よりも増大する降雨等（外力）に対応するため、河川対策の充実をはじめ、上流・下流や
本川・支川の流域全体を俯瞰した、関係者による流域治水を更に拡充

法的枠組「流域治水関連法」の整備が必要

森林・治山施設の整備

法改正の背景・必要性
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特定都市河川浸水被害対策法の概要

32

⚫ 浸水被害対策の総合的な推進のための流域水害対策計画（河川管理者、下水道管理者、都道府県知
事、市町村長が協同）の策定、河川管理者による施設整備の加速化、地方公共団体や民間事業者等
による雨水貯留浸透施設の整備、雨水の流出を抑制するための規制、水害リスクを踏まえたまちづ
くり・住まいづくり等、流域一体となった浸水被害防止のための対策を推進
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特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律（令和３年法律第３１号）
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特定都市河川の指定要件の見直し ～地方部を含む全国の河川に拡大～
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特定都市河川法の制度・施策等



特定都市河川の指定状況 （令和５年度7月18日時点）
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東北地方整備局

東北地方“初”！！
鳴瀬川水系吉田川等・高城川水系高城川等が特定都市河川に指定！

地域を“みず”から守る。 東北流域治水

（前列：左から）山本東北地整局長、前島東北農政局長、田中大郷町長、伊藤大崎市長、若生富谷市長、宮城県※
（後列：左から）色麻町※、大衡村※、大和町※、利府町※、松島町※、東松島市※、仙台市※

集合写真

鳴瀬川水系吉田川等（計26河川）及び高城川水系高城川等（計10河
川）が、東北地方で“初”となる特定都市河川の指定となりました。
指定に伴い、宮城県、仙台市、東松島市、大崎市、富谷市、松島町、
利府町、大和町、大郷町、大衡村、色麻町、東北農政局、東北地方整備
局が一堂に会し、関係者が連携した流域水害対策の推進に向けた確認
書調印式を、令和５年８月１０日に開催しました。

今後、国、県、流域市町村及び関係機関からなる「吉田
川・高城川流域水害対策協議会」により、ハード整備の加
速化に加え、流域における貯留・浸透機能の向上や水害
リスクを踏まえたまちづくり・住まいづくり等、命と生業を守
るための浸水被害対策を流域一体で計画的に進めるた
め、流域水害対策計画の策定に取り組みます。

特定都市河川・特定都市河川流域図

吉田川流域

確認書へ署名

昭和61年8月洪水
（吉田川）

※は、代理出席者

37


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37

